









































































































傍線部は田中本には引かれておらず、 物語本文は 「たちてみ、 ゐて見、 ゝ





























































































































































































































の片桐洋一・鈴木隆司による解説（以下、片桐・鈴木解説と略す）の中で、引用されている物語本文につ て 検討が加えられている。片桐・鈴木解説は、後掲する天理図書館蔵兼良筆本 本文と比較し、以下のように述べている。
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を退出させて」もしくは「この女のいとこの御息所のいらっしゃ 所から退出させて」 、つまり「御息所」を女 退出させ 主語と取るか、場所と取るか、解釈に違いが生ずる箇所である。注文 初稿本から中間本















































この箇所は、武田本系統 「いたしき」 ・天福本系統では「た しき」

























































































































































































































































それが再稿本における本文変更とも連なっていることから考えると、佐渡博本が、初 から再稿 の間に書写されたことには大きな意味があると思われる。佐渡博本の親本が堯孝本 共通するものであったことを藤島綾
（
10）が指摘しているが、佐渡博本の書写を通じて、兼良が藤房本の本













































































































































































40・有精堂） 、 武井和人 『中世古典学の書誌学的研究』 （平
11・
勉誠出版）第一章第二節Ｂ「伊勢物 」 、同『一条兼良の書誌的研究
 増訂版』 （昭
62初版、平
12増訂版・おうふう） 【補遺】Ⅲ追補
論文
⑵
「伝藤原藤房筆本『伊勢物語』攷―奥書・勘注をめぐって
 23 
―」 、 『伊勢物語
 
伝藤原藤房筆本』 （平
10・古典文庫）吉田幸一
解説
 
（９）前掲注（１）田中著書（
10）
藤島綾「佐渡博物館蔵『伊勢物語』―解題・影印―」 （ 『調査研究
報告』
30、平
22・３）
 
【付記】
 
 
本稿は基幹研究「鉄心斎文庫蔵伊勢物語資料の基礎的研究」による成
果の一部である。また、本稿の執筆に際し、資料などについて藤島綾先生から様々なご教示を賜った。特に記して御礼申し上げます。
 
